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実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
、

「
下
田
歌
子
関
係
資
料
」
の
中
か
ら
、「［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］」（
資
料

１
）お
よ
び「
女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書
」（
資
料
２
）を
翻
刻
す
る
。
本

文
書
に
記
載
さ
れ
る
女
子
農
芸
学
校
は
具
体
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
文
書
も
公
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
内
容
に
は
下
田
先
生
の
女
子
教
育

へ
の
考
え
方
が
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。

〔
凡
例
〕

一
、
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館
所
蔵
下
田
歌
子

関
係
資
料
を
底
本
と
し
て
翻
刻
す
る
。

二
、
丁
は
、
墨
付
を
以
っ
て
数
え
、
丁
移
り
は 

」 

と
し
て
示
し
、
そ
の
下

の（　
　

）内
に
オ（
表
）ま
た
は
ウ（
裏
）と
省
略
し
、
片
仮
名
で
記
す
。

三
、
翻
刻
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
漢
字
の
旧
字
体
は
そ
の
ま

ま
と
し
た
。
不
審
の
箇
所
に
関
し
て
も
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
改
め
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。

四
、
句
読
点
、
読
み
仮
名（
ル
ビ
）、
踊
り
字
な
ど
も
原
則
と
し
て
可
能
な
限

り
忠
実
に
生
か
し
て
い
る
。

五
、
本
文
は
所
々
に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
訂
正
後
の
文
章
の
み
を
翻

刻
に
反
映
し
て
い
る
。

六
、
本
文
に
記
載
が
な
く
、
後
人
が
目
録
作
成
等
に
あ
た
り
付
記
し
た
情
報

等
に
つ
い
て
は
、
日
本
目
録
規
則
に
準
拠
し
［　
　

］
を
使
用
し
表
記

し
て
い
る
。

奥
島 

尚
樹

［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］

女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書

下
田
歌
子
文
書
　 

―
翻
刻

―

（三）



(58)奥島尚樹   下田歌子文書（三）

【資料１】「⼥⼦農芸学校設⽴趣旨」（実践⼥⼦⼤学・同短期⼤学部図書館蔵）

【資料２】「⼥⼦農芸学校施設⽬論⾒書」（実践⼥⼦⼤学・同短期⼤学部図書館蔵）
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足
の
人
腹
の
人
を
作
る
こ
と
尠
か
り
し
が
故
に
、
事
一
度
起
ら
ん
と

す
れ
ば
、
議
論
百
出
し
、
甲
唱
乙
駁
之
を
云
ふ
者
多
く
し
て
、

之
を
為
す
者
ハ
少
な
く
、
雞
口
た
ら
ん
事
を
欲
す
る
の
徒
顆

多
に
し
て
、
牛
尾
た
る
に
甘
ん
ず
る
の
輩
は
、
希
有
な
る
に

至
り
、
田
園
は
荒
蕪
に
屬
す
れ
共
顧
る
者
稀
に
、
都
市

ハ
人
を
餘
せ
ど
も
猶
雲
の
如
く
群
り
集
ふ
。
是
を
北
米

最
高
府
の
為
政
者
も
、
大
率
其
の
実
業
家
実
践
者
よ
り

起
る
の
例
多
き
に
比
す
れ
ば
、
寧
ろ
霄
壌
の
相
違
あ
る
に

驚
か
ざ
る
を
得
ず
。
況
ん
や
吾
が
同
盟
友
邦
の
英
國
に
は

其
の
貴
婦
人
等
に
至
る
迠
奮
っ
て
農
業
工
業
に
従
ふ
が
如
き
、

刻
下
祖
国
の
安
危
興
敗
に
頻
す
る
秋
な
り
と
は
云
へ
。
又
以
つ

て
平
時
心
身
の
鍛
練
之
に
耐
ふ
る
の
素
養
あ
る
に
非
れ
バ
、

如
何
ぞ
、
一
朝
に
し
て
、
能
く
斯
く
の
如
く
な
る
を
得
ん
。

然
る
に
彼
等
英
佛
国
民
は
云
へ
り
。「
吾
等
過
て
り
矣
。
今

こ
そ
、
苦
き
戰
争
の
實
驗
に
よ
り
て
、
多
年
享
樂
の
迷
夢
は
醒

め
た
り
。
立
て
よ
。
吾
が
同
胞
、
忘
る
る
こ
と
勿
れ
。
血
の
川
を
、

屍
の
山
を
。
楯
を
敷
き
銃
を
枕
と
せ
し
是
の
心
を
以
つ
て
、

平
和
克
復
の
暁
に
は
、
実
業
力
行
に
奮
闘
邁
進
せ
ん
」

と
怖
る
べ
き
哉
、
彼
等
が
捲
土
重
来
の
未
来
。
彼
を
思
い

」（
一
・
オ
）

」（
一
・
ウ
）

」（
二
・
オ
）

」（
二
・
ウ
）

【
資
料
1
】
出
納
番
号
　
72

「［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］」（
草
稿
浄
書
）

一
冊
。
袋
綴
。
二
四
・
〇
糎
×
一
六
・
八
糎
。
白
色
仮
紙
表
紙
。
外
題

「［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］」（
後
人
封
筒
中
央
に
打
付
黒
ペ
ン
書
）
封
筒

及
び
目
録
に
は
「［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］［
大
正
五
年
］」
と
記
載
。
原

題
の
「［
女
子
実
業
学
校
設
立
案
］」
が
「［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］」
に
訂

正
あ
り
。
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
（
Ｓ
／
72
）
貼
付
。
料
紙
は
、
相
馬

屋
用
箋（
青
枠
、
瓢
箪
模
様
あ
り
）十
三
枚
。
四
周
双
辺（
一
九
・
七
糎
×
一

三
・
二
糎
）、
有
界
、
毎
半
葉
十
二
行
、
毎
行
不
定
字
、
偶
数
行
に
六
行
書
。

前
後
遊
紙
な
し
。
抹
消
箇
所
、
書
き
入
れ
等
多
し
。
記
述
年
記
載
な
し
。
た

だ
し
、
出
納
番
号
87
の
資
料
の
記
述
よ
り
、
後
人
に
よ
り
大
正
五
年
（
一
九

一
六
）と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

別
途
欄
外
に
記
載
さ
れ
、
挿
入
し
た
箇
所
は《　
　

》で
示
す
。

［
女
子
農
芸
学
校
設
立
趣
旨
］  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」（
表
紙
）

刻
下
社
会
の
趨
勢
が
男
女
を
問
は
ず
、
都
鄙

を
論
せ
ず
、
勃
然
と
し
て
実
業
教
育
を
𧦅
歌
す
る
に
至

り
し
は
抑
も
何
の
故
ぞ
や
。

蓋
し
過
去
数
十
年
間
の
教
育
の
結
果
が
、
寧
ろ
口
の

人
眼
の
人
耳
の
人
作
る
事
多
く
し
て
、
却
っ
て
手
の
人
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先
を
想
へ
ば
、
斯
く
も
泰
平
無
事
に
樂
む
、
浦
安
の
國
に

在
り
と
も
、
決
し
て
醉
生
夢
死
し
て
、
彼
等
が
日
々
に
何
千
の

生
霊
を
屠
り
、
月
々
に
何
億
の
財
寶
を
失
ふ
世
界
の
大
戰

を
對
岸
の
火
視
す
べ
き
あ
ら
ん
や
。」

《
以
下
、
欄
外
書
き
込
み　

挿
入
》

果
た
し
て
然
ら
バ
将
来
国
家
の
筋
骨
た
る
べ
き
子
女
を
し
て
、

尚
事
ニ
当
つ
て
、
困
難
に
耐
ふ
べ
き
修
養
を
得
し
め
ん
事
こ
そ

刻
下
の
最
大
急
務
中
の
急
務
な
る
べ
し
。

然
れ
共
耐
へ
な
ハ
男
生
に
適
す
る
方
策
ハ
之
を
他
ニ
譲
り
て
、

女
生
の
體
力
智
力
を
養
成
せ
ん
事
ニ
勉
め
ん
と
欲
す
。
因
つ
て
今
は

《
挿
入
こ
こ
ま
で
》

宜
し
く
青
春
望
み

多
き
の
女
子
を
導
き
て
、
彼
等
が
身
体
を
剛
健
に
し
、
彼
等

が
精
神
を
強
固
に
し
、
進
ん
で
実
務
に
力
を
用
う
る
を

以
つ
て
、
唯
一
の
楽
み
を
覚
ゆ
る
迠
着
実
堅
固
な
る
姿
勢
を
養
成
せ
ん
こ
と

は
実
業

教
育
を
措
き
て
還
た
孰
れ
る
か
求
む
べ
き
。

蓋
し
、
従
来
女
子
教
育
の
方
面
に
、
実
業
を
専
門
と
し
、
将
た

実
業
を
併
立
し
て
、
是
に
導
き
た
る
校
舎
無
き
に
非
ず
と

雖
も
、＝（

マ
マ
）乃
ち
弊
校
も
亦
實
科
高
女
を
置
け
り
。
＝（

マ
マ
）

然
れ
共
、
是
僅
か
に
普
通
中
等
教
育
を
授
く
る
高
女
の
孰
れ

」（
三
・
オ
）

」（
三
・
ウ
）

に
も
存
在
す
る
所
の
裁
縫
其
の
他
の
手
藝
の
如
き
も
の
か
、

然
ら
ざ
れ
ば
、
大
率
美
術
的
工
藝
に
屬
せ
り
。
未
だ
断
乎

と
し
て
、
國
家
経
済
の
原
動
力
た
る
、
実
業
其
の
物
を
授

く
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
偶
ま
、
養
蠶
、
製
綿
の
如
き
専

門
的
に
授
く
る
は
あ
れ
共
、
吾
が
男
子
の
修
む
る
が
如
き
、
将

た
独
逸
婦
人
の
も
の
す
る
が
如
き
、
主
要
教
育
乃
ち
数
理

學
藝
と
併
立
せ
る
も
の
を
、
吾
等
女
子
の
為
に
設
け
た
る
は

未
だ
見
ざ
る
所
な
り
。
是
誠
に
目
下
社
會
の
進
運
に
顧
み

て
、
頗
る
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
ず
」抑
も
、
現
今
の
女
子

教
育
は
雑
然
錯
然
と
し
て
、
其
の
何
れ
を
以
つ
て
、
是
と

す
べ
き
か
を
、
確
定
す
る
事
能
は
ざ
る
の
状
況
に
あ
り
と
す
。

勿
論
其
の
心
育
養
德
に
於
い
て
は
、
當
局
の
示
さ
る
ヽ
所

ハ
、
則
ち
本
邦
固
有
の
賢
母
良
妻
主
義
を
以
つ
て
せ
り
。

是
極
め
て
至
当
無
難
の
方
針
た
る 

も
と
よ
り
言
を
俟
た

ず
。
弊
校
も
亦
創
立
の
最
初
よ
り
、
無
論
日
本
婦
人
の
坤

徳
を
踏
襲
せ
ん
事
を
勉
め
し
め
て
、
着
実
堅
固
の
女
子

を
形
成
せ
ん
と
す
る
に
汲
々
た
り
。

然
れ
共
、
眼
を
轉
じ
て
、
墻
外
茫
漠
た
る
社
会
を
見
れ
バ

吾
人
が
希
望
豫
想
に
反
し
て
、
年
少
女
子
の
殊
に
最
も
秀

才
と
云
は
れ
、
優
越
と
稱
せ
ら
る
ヽ
輩
の
、
寧
ろ
靡
然
と

」（
四
・
オ
）

」（
四
・
ウ
）

」（
五
・
オ
）
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し
て
、
危
険
な
る
断
崖
に
走
り
、
或
ひ
は
迷
津
に
溺
れ
て
、

復
た
救
う
可
か
ら
ざ
る
に
至
る
を
見
れ
ば
轉
た
慄
然
と
し

て
、
其
の
如
何
に
せ
ば　
　

是
を
助
く
る
の
手
段
あ
る
べ
き
か

を
憂
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
。
而
か
も
恐
く
は
彼
年
少

気
鋭
に
し
て
、
才
智
あ
る
女
性
の
立
場
よ
り
見
ば
、
吾
等
長

老
者
の
穏
健
に
し
て
、
安
固
な
る
教
育
界
は
、
寧
ろ
退
歩

的
因
循
的
に
し
て
、
甚
だ
無
意
味
、
無
気
力
、
殆
ど
望
み
無

き
の
老
廃
物
然
た
る
が
如
く
思
惟
せ
ら
る
ヽ
な
る
べ
し
。

彼
等
は
悍
馬
な
り
。
悍
き
馬
は
其
背
に
行
す
る
迠
力

あ
る
統
御
に
よ
っ
て
こ
れ
を
努
め
し
む
る
に
非
れ
ば
、
寧
ろ
害
あ

つ
て
益
無
き
も
の
と
な
り
う
る
べ
き
ハ
既
に
實
像
の
示
す
所
な
り
と
す
。

然
る
を
彼
を
し
て
駿
馬
た
ら
し
む
る
に
力
を
用
ひ
ず
し

て
無
用
の
長
物
な
り
と
し
、
漫
然
原
野
に
棄
て
去
る
が
如

く
、
彼
等
は
不
都
合
な
り
不
心
得
な
り
。
相
共
に
言
い
難
き
者

な
り
。
縁
無
き
衆
生
は
度
し
難
し
と
為
し
、
冷

然
と
し
て
是
を
排
除
し
、
吾
は
吾
に
帰
す
る
所
の
者
の
み

を
率
ゐ
て
教
ふ
べ
し
と
為
す
は
、
抑
も
国
家
を
憂
へ
同

胞
を
愛
す
る
年
長
者
の
、
安
ん
じ
て
取
る
べ
き
道
な
ら
ん

や
は
。
宜
し
く
気
鋭
な
る
者
、
才
智
あ
る
者
の
入
る
べ
き
場

所
、
進
む
べ
き
道
を
開
き
置
き
て
、
懇
ろ
に
是
が
誘
導
を

」（
五
・
ウ
）

」（
六
・
オ
）

」（
六
・
ウ
）

試
み
、
而
か
も
猶
吾
に
背
馳
し
て
、
邪
路
に
走
る
の
時
、
始

め
て
共
に
言
ひ
難
し
と
為
し
、
度
し
難
し
と
す
る
も
蓋
し

已
む
事
を
得
ざ
る
も
の
と
云
ふ
を
得
べ
き
か
。
否
其
す
ら
眞
の
司
教
者

は
冷
然
淡
然
と
し
て
、
袖
手
傍
観
す
べ
き
も
の
に
は
非

ざ
ら
ん
。
乃
ち
是
国
家
に
感
化
院
を
設
け
て
、
不
良
の
徒

と
目
せ
ら
れ
た
る
者
を
し
も
、
猶
戒
飭
化
育
に
怠
ら
ざ

る
所
以
な
る
べ
し
。

昔
時
武
門
の
教
育
に
、
青
年
の
子
弟
を
し
て
、
大
に
武
術

の
鍛
錬
に
力
を
致
さ
し
め
し
所
以
は
、
治
に
居
て
乱
を
忘

れ
ざ
る
底
、
尚
武
の
主
旨
を
其
の
重
き
に
置
き
し
が
為
た

る
事
は
勿
論
な
れ
共
、
亦
一
方
に
は
體
力
を
武
術
に
用
ひ

し
む
る
事
多
き
時
は
、
彼
等
気
鋭
な
る
青
年
を
し
て

柔
弱
に
流
れ
し
め
ず
、
且
品
行
の
乱
れ
を
防
止
す
る
点
に
も

大
に
奏
功
せ
し
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

故
に
吾
が
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
に
も
園
藝
工
業
の
各
科
を
設
置

す
る
と
共
に
、
乃
ち
是
の
為
に
要
す
る
種
々
の
活
動
的
作
業

を
科
せ
し
め
て
随
意
随
所
に
、
各
自
の
希
望
に
従
ひ
、
其
の

学
藝
の
進
歩
に
従
ひ
體
力
の
増
進
を
謀
り
、
合
せ
て
是

よ
り
生
ず
る
所
の
一
種
の
清
き
正
し
き
快
樂
趣
味
を
も
深
か

」（
七
・
オ
）

」（
七
・
ウ
）

」（
八
・
オ
）

」（
八
・
ウ
）
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ら
し
め
ん
と
す
。

則
ち
採
集
耕
耘
及
び
諸
物
運
搬
の
用
と
し
て
、
馬
術 

乗
る
術

御
す
る
術

自
動
車
、
自
転
車
の
運
用
術
を
も
授
け
、
養
魚
水
産
の

為
に
は
繰
船
游
泳
の
術
を
も
授
け
、
尚
且
普
通
の
體

操
術
に
代
わ
る
に
、
女
子
に
適
当
な
る
柔
道
、
短
銃
の
射
的
等

を
も
授
け
、
而
し
て
園
藝
部
に
於
い
て
は
、
比
較
的
作
業
の

閑
散
な
る
早
春
及
び
冬
季
に
於
い
て
、
學
科
に
屬
す
る
も

の
を
多
く
課
し
、
夏
秋
の
季
に
於
い
て
は
、
専
ら
作
業
の
実

習
を
授
く
る
等
、
極
め
て
実
際
的
修
行
を
な
さ
し
め
、
且

又
是
等
の
和
楽
を
謀
り
、
温
雅
の
德
性
を
助
長
せ
志
め
ん

が
為
に
は
、
正
雅
な
る
文
学
音
楽
、
絵
画
等
も
希
望
に
従

ひ
て
時
間
の
許
す
限
り
之
を
加
へ
ん
と
す
。

又
工
業
部
に
於
い
て
は
、
農
産
、
水
産
物
の
各
種
を
、
適
宜
に

乾
燥
或
ひ
は
鑵
詰
と
な
し
、
是
を
商
業
部
に
移
し
て
、

販
売
せ
し
め
、
以
つ
て
○（
マ
マ
）○維

持
の
補
助
と
な
す
べ
し
。
其

の
詳
細
は
規
則
書
に
掲
載
せ
り
。

要
す
る
に
吾
が
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
の
学
生
は
、
精
神
堅
実
、
身

體
壮
強
に
し
て
、
能
く
国
家
及
び
家
庭
の
塩
た
り
膏あ
ぶ
ら

た
る
生
産
的
術
科
を
学
ん
で
、
以
つ
て
公
私
の
富
源
を
増
進

」（
九
・
オ
）

」（
九
・
ウ
）

」（
十
・
オ
）

す
る
の
道
を
努
め
、
か
ね
て
、
正
雅
な
る
娯
樂
質
素
な
る

生
計
に
安
ん
じ
、
現
代
の
通
弊
と
謂
は
る
ヽ
所
の
、
年
少
の

女
子
が
唯
一
の　

憧
憬
た
る
彼
の
力
を
用
ひ
ず
心
を
労
せ
ず

し
て
美
衣
美
食
を
な
し
、
卑
猥
な
る
耳
目
の
快
樂
を

欲
す
る
の
非
望
を
停
め
、
駆
つ
て
以
つ
て
心
霊
的
高
雅
の
樂

み
を
味
ひ
、
力
行
的
正
当
の
富
を
生
む
の
道
を
拓
か
ん
と

期
す
る
に
外
な
ら
ず
。
是
則
ち
独
逸
が
既
に
五
十
有
餘

年
前
よ
り
講
じ
て
且
行
ひ
来
れ
る
名
策
の
一
に
し
て
、
且

英
國
女
性
も
亦
是
種
の
事
に
着
手
せ
ん
と
し
つ
ヽ
あ
り
と

伝
聞
す
る
所
の
も
の
な
り
。

若
し
も
妙
齢
の
女
性
が
志
す
所
高
雅
清
廉
に
在
つ

て
、
且
つ
其
の
欲
す
る
所
実
践
力
行
に
在
り
と
せ
ば
、
彼

の
自
然
を
楽
し
み
知
足
に
安
ん
じ
、
不
自
然
を
厭
ひ
虚

飾
を
卑
む
に
至
る
べ
き
は
、
も
と
よ
り
言
を
俟
た
ざ
る
べ

し
。
誠
に
其
斯
く
の
如
く
な
ら
ば
、
何
ぞ
田
園
の

荒
廃
を
憂
へ
ん
。
奚
ぞ
地
方
の
衰
頽
を
歎
か
ん
。

而
し
て
是
の
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
○
の
基
礎
確
立
す
る
を
俟
ち

て
、
漸
次
全
国
に
支
○
（
マ
マ
）を

設
け
、
其
の
特
徴
を
発
揮
し
研

究
し
、
都
市
町
村
相
呼
應
し
て
以
つ
て
、
大
成
を
期
せ
ん

と
す
る
に
在
り
。　

時
は
得
難
く
し
て
失
い
易
し
。
あ
ハ
れ

」（
十
・
ウ
）

」（
十
一
・
オ
）

」（
十
一
・
ウ
）
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【
資
料
2
】
出
納
番
号
　
87

「
女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書
」（
草
稿
浄
書
）

一
冊
。
袋
綴
。
二
四
・
五
糎
×
一
七
・
二
糎
。
白
色
仮
紙
表
紙
。
外
題

「
女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書
」（
後
人
補
記
、
中
央
に
打
付
黒
ペ
ン
書
）

原
題
の
「
女
子
農
芸
学
校
施
設
資
料
」
が
「
女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書
」

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
に
は
「
女
子
農
芸
学
校
施
設
資
料　
［
大
正
五

年
］　

趣
意
書　

目
論
見
書　

跋　

草
稿
」と
記
載
あ
り
。
表
紙
右
下
に
ラ
ベ

ル
シ
ー
ル
（
Ｓ
／
ロ
［
コ
の
誤
り
］
87
）
貼
付
。
料
紙
は
、［
趣
意
書
］
と
さ
れ

る
部
分
は
市
販
の
用
箋
で
、「
施
設
目
論
見
書
」の
部
分
に
私
立
帝
国
婦
人
協

会
実
践
女
学
校
用
箋
を
使
用
。［
跋
］と
さ
れ
る
部
分
は
市
販
の
用
箋
。
全
二

十
三
枚
。
四
周
双
辺（
一
九
・
七
糎
×
一
三
・
二
糎
）、
有
界
、［
趣
意
書
］毎

半
葉
十
二
行
、
六
行
書
、［
目
論
見
書
］帝
国
婦
人
協
会
用
箋
、
毎
半
葉
十
一

行
、
六
行
書
、［
跋
］毎
半
葉
十
二
行
、
六
行
書
。
前
後
遊
紙
な
し
。
抹
消
箇

所
、
書
き
入
れ
、
貼
付
等
あ
り
。
記
述
年
記
載
な
し
。
本
資
料
内
の
記
述
か

ら
、
後
人
に
よ
り
大
正
五
年（
一
九
一
六
）の
文
書
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
別

途
料
紙
を
貼
り
付
け
、
挿
入
し
た
箇
所
な
ど
は《　
　

》で
示
す
。

資
料
２
に
は
資
料
１
の
内
容
が
含
ま
れ
重
複
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
部

に
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
方
を
翻
刻
す
る
。

同
感
同
情
の
諸
君
、
余
が
言
の
莾
な
る
を
以
つ
て
、
其

の
主
旨
の
あ
る
所
を
抹
殺
す
る
事
無
く
、
進
ん
で
斯

業
の
啓
発
成
功
に
賛
助
あ
ら
ん
事
を
冀
ふ
と
云
爾
。

 
 

」（
十
二
・
オ
）

」（
裏
表
紙
）
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女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」（
表
紙
）

凡
そ
刻
下
社
会
の
趨
勢
が
、
其
の
男
女
を
問
ハ
ず
、
都
鄙

を
論
ぜ
ず
、
勃
然
と
し
て
実
業
教
育
を
謳
歌
す
る
に

至
り
し
事
ハ
何
故
ぞ
や
。
蓋
し
そ
の
故
ハ
何
ぞ
や
。

他
無
し
。
過
去
数
十
年
間
の
教
育
ノ
結
果
が
、
寧
ろ
口
の
人
眼

の
人
耳
の
人
を
作
る
事
多
く
し
て
、
却
っ
て
手
の
人
足

の
人
腹
の
人
を
作
る
事
尠
か
り
し
が
故
に
、
事
一
度
起
ら
ん
と
す
れ
バ
、

議
論
百
出
し
、
甲
唱
乙
駁
之
を
云
ふ
者
多
く
し
て
、
之
を
為

す
者
ハ
少
な
く
、
鶏
口
た
ら
ん
事
を
欲
す
る
の
徒
顆
多
に

し
て
、
牛
尾
た
る
に
甘
ん
ず
る
の
輩
ハ
希
有
な
る
に
至
り
、

田
園
は
荒
廃
に
屬
す
れ
共
、
顧
る
者
稀
に
、
都
市
ハ
人
を

餘
せ
ど
も
、
猶
雲
の
如
く
群
が
り
集
う
。
是
を
北
米
最
高

府
の
為
政
者
も
、
大
率
其
の
実
業
家
実
践
者
よ
り
起
る
の
例
多
き
に
比
す

れ
ば
、
寧
ろ
霄
壌
の
相
違
あ
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
ず
。

況
ん
や
、
吾
が
同
盟
友
邦
の
英
國
に
は
其
の
貴
婦
人
等
に
至
っ
て
は
、
奮
っ
て

農
業
工
事
に
従
ふ
が
如
き
、
刻
下
祖
国
の
安
危
興
敗
に
瀕

す
る
秋
な
り
と
も
云
へ
。
又
以
つ
て
平
時
心
身
の
鍛
練
之
に

耐
ふ
る
の
素
養
あ
る
に
非
れ
バ
、
如
何
ん
ぞ
、
一
朝
に
し
て
能
く

斯
く
の
如
く
な
る
を
得
ん
。
然
る
を
彼
等
英
佛
両
民
ハ
云

」（
一
・
オ
）

」（
一
・
ウ
）

」（
二
・
オ
）

へ
り
。「
吾
等
過
て
り
矣
。
今
こ
そ
、
苦
き
戰
争
の
実
驗
に
よ

り
て
、
多
年
享
楽
の
迷
夢
ハ
醒
め
た
り
。
立
て
よ
。
吾
が
同

胞
、
忘
る
ゝ
こ
と
勿
れ
。
血
の
川
を
、
屍
の
山
を
。
盾
を
敷
き
、

銃
を
枕
と
せ
し
、
是
の
心
を
以
つ
て
、
平
和
克
復
の
暁
に
ハ
、
実

業
力
行
に
奮
闘
邁
進
せ
ん
」と
怖
る
べ
き
哉
、
彼
等
が
捲
土

重
来
の
未
来
。
彼
を
思
い
是
を
想
へ
ば
、
斯
く
も
泰
平
無
事

に
楽
む
浦
安
の
国
民
た
り
と
も
、
決
し
て
酔
生
夢
死
し
て
、
彼
等
が
日

々
に
何
千
の
精
霊
を
屠
り
、
月
々
に
何
億
の
財
寶
を
失
う
世

界
の
大
戦
を
対
岸
の
火
視
す
べ
き
あ
ら
ん
や
。

《
以
下
、
料
紙
貼
付　

挿
入
》

果
し
て
然
ら
ば
将
来
国
家
の
筋
骨
と
な
る
べ
き
子
女
を
し
て

な
お
事
に
当
り
て
困
難
に
耐
ふ
可
き
修
養
を
得
し
め
ん
事
こ
そ
大

急
務
中
の
急
務
な
る
可
し
。
然
れ
ど
も
我
等
ハ
男
生
に

対
す
る
方
策
ハ
之
を
他
に
譲
り
て
先
づ
女
生
の
智
力
や

體
力
と
を
養
生
せ
ん
こ
と
に
勉
め
ん
と
欲
す
。

《
挿
入
こ
こ
ま
で
》

宜
し
く
青

春
望
み
多
き
の
女
子
を
導
き
て
、
彼
等
が
身
體
を
剛
健
に

し
、
彼
等
が
精
神
を
強
固
に
し
、
進
ん
で
実
務
に
力
を

用
ふ
る
を
以
つ
て
、
唯
一
の
楽
し
み
と
覚
ゆ
る
迠
、
着
実
堅
固
な

る
資
質
を
養
わ
せ
ん
こ
と
は
実
業
教
育
を
措
き
て
連
れ
づ
れ
に
求
む
べ
き
。

」（
二
・
ウ
）

」（
三
・
オ
）
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蓋
し
従
来
女
子
教
育
の
方
面
に
、
実
業
を
専
門
と
し
、
将
た

実
業
を
併
立
し
て
、
是
に
導
き
た
る
校
舎
無
き
に
非
ず
と
雖

も
、

＝（
マ
マ
）

乃
ち
弊
校
も
亦
実
科
高
女
を
置
け
り
。

＝（
マ
マ
）

然
れ
共
、

是
僅
う
に
、
普
通
中
等
教
育
を
授
く
る
髙
女
の
執
れ
に
も

存
在
す
る
所
の
裁
縫
其
の
他
の
手
藝
の
如
き
も
の
か
、
然
ら

ざ
れ
ば
、
大
率
美
術
的
工
藝
に
属
せ
り
。
未
だ
断
乎
と
し

て
、
国
家
経
済
の
原
動
力
た
る
、
実
業
其
の
物
を
授
く
る
に

非
ざ
る
な
り
。
偶
ま
、
養
蠶
、
製
綿
の
如
き
専
門
的
に
授
く

る
は
あ
れ
共
、
吾
が
男
子
の
修
む
る
が
如
き
、
将
た
独
逸
夫
人
の
も
の
す
る

が
如
き
、
主
要
教
育
乃

ち
数
理
学
藝
と
併
立
せ
る
も
の
を
吾
等
女
子
の
為
に
設
け
さ
る
ハ
未
だ
見
ざ

る
所
な
り
。
是
誠
に

目
下
社
会
の
進
運
に
顧
み
て
、
頗
る
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
ず
。

抑
も
、
現
今
の
女
子
教
育
ハ
雑
然
錯
然
と
し
て
、
其
の
孰
れ
を

以
つ
て
是
と
す
べ
き
か
を
、
確
定
す
る
事
能
ハ
ざ
る
の
状

況
に
在
り
と
す
。
勿
論
其
の
心
育
養
德
に
於
い
て
ハ
当
局
の
示
さ
る
ゝ
所

ハ
則
ち
本
邦
固
有
の
賢
母
良
妻
主
義
を
以
つ
て
せ
り
。
是

極
め
て
至
当
無
難
の
方
針
た
る
、
も
と
よ
り
言
を
俟
た
ず
。

弊
校
も
亦
創
立
の
最
初
よ
り
、
無
論
日
本
婦
人
の
坤
德
を

踏
襲
せ
ん
事
を
勉
め
し
め
て
、
着
実
堅
固
の
女
子
を
形
成

」（
三
・
ウ
）

」（
四
・
オ
）

」（
四
・
ウ
）

せ
ん
と
す
る
に
汲
々
た
り
。

然
れ
共
、
眼
を
転
じ
て
墻
外
茫
漠
た
る
社
会
を
見
れ
バ
、
吾

人
が
希
望
豫
想
に
反
し
て
、
年
少
女
子
の
殊
に
最
も
秀
才

と
云
は
れ
、
優
越
と
称
せ
ら
る
ゝ
輩
の
、
寧
ろ
靡
然
と
し
て
、

危
険
な
る
断
崖
に
走
り
、
或
ひ
は
迷
津
に
溺
れ
て
、
復
た

救
う
可
ら
ざ
る
に
至
る
を
見
れ
バ
、
将
に
慄
然
と
し
て
、
其

の
如
何
に
せ
ば
、
是
を
助
け
る
の
手
段
あ
る
べ
き
か
を
憂
慮
せ
ざ

る
を
得
ず
。
而
ど
も
恐
く
は
彼
年
少
気
鋭
に
し
て
、
才
智
あ
る

女
生
の
立
場
よ
り
見
バ
、
吾
等
長
老
者
の
穏
健
に
し
て
、
安
固

な
る
教
育
界
ハ
、
寧
ろ
退
歩
的
因
循
的
に
し
て
、
甚
だ
無
意
味

無
気
力
、
殆
ど
望
み
無
き
の
老
廃
物
然
た
る
が
如
く
思
惟
せ
ら

る
ゝ
な
る
べ
し
。
彼
等
は
悍
馬
な
り
。
悍
き
馬
は
其
背
に

汗
す
る
迠
、
力
あ
る
統
御
に
よ
つ
て
之
を
努
め
し
む
る
に
非
れ
バ
、
寧

ろ
害
あ
つ
て
益
無
き
も
の
と
な
り
可
る
べ
き
か
な
。
既
に
実
例
の
示
す
所
な

り
と
す
。

然
る
を
彼
を
し
て
駿
馬
た
ら
し
む
る
に
力
を
用
ひ
ず
し
て
、
無
用
の
長

物
な
り
と
し
、
漫
然
原
野
に
棄
て
去
る
が
如
く
、
彼
等
は
不
都
合

な
り
不
心
得
な
り
。
相
共
に
言
い
難
き
者
な
り
。
縁
無
き
衆

生
は
度
し
難
し
と
為
し
、
冷
然
と
し
て
是
を
排

除
し
、
吾
は
吾
に
帰
す
る
所
の
者
の
み
を
率
ゐ
て
教
ふ
べ
し

」（
五
・
オ
）

」（
五
・
ウ
）

」（
六
・
オ
）
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と
為
す
ハ
、
抑
も
国
家
を
憂
へ
同
胞
を
愛
す
る
年
長
者
の
安

ん
じ
て
取
る
べ
き
道
な
ら
ん
や
は
。
宜
し
く
気
鋭
な
る
者
、

才
智
あ
る
者
の
入
る
べ
き
場
所
、
進
む
べ
き
道
を
開
き
置
き

て
、
懇
ろ
に
是
が
誘
導
を
試
し
、
而
か
も
猶
吾
に
背
馳
し
て
、

邪
路
に
走
る
の
時
、
始
め
て
言
ひ
難
し
と
為
し
、
度
し
難
し

と
せ
ん
も
蓋
し
已
む
事
を
得
ざ
る
も
の
と
言
ふ
を
得
べ
き
か
。
否
其
す
ら
眞
の

司
教
者
は
冷
然
淡
然
と
し
て
、
袖
手
傍
観
す
べ
き
も
の
に
ハ
非

ざ
ら
ん
。
乃
ち
是
国
家
に
感
化
院
を
設
け
て
、
不
良
の
徒
と

目
せ
ら
れ
た
る
者
を
し
も
、
猶
戒
飭
化
育
に
劣
ら
ざ
る
所
以
な

る
べ
し
。

昔
時
武
門
の
教
育
に
、
青
年
の
子
弟
を
し
て
大
に
武
術
の
鍛

錬
に
力
を
致
さ
せ
し
め
し
所
以
ハ
、
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ざ
る

底
、
尚
武
の
主
旨
を
其
の
重
き
に
置
き
し
が
為
た
る
事
ハ
勿

論
な
れ
共
、
亦
一
方
に
ハ
體
力
を
武
術
に
用
ひ
し
む
る
事
多

き
時
ハ
、
彼
等
気
鋭
な
る
成
年
を
し
て
、
柔
弱
に
流
れ
し
か
ば
、
品

行
の
乱
れ
を
防
止
す
る
点
に
も
、
大
に
奏
功
せ
し
も
の
な
り
と

云
へ
り
。
蓋
し
思
ひ
半
ば
に
過
ぐ
る
も
の
あ
ら
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

故
に
、
吾
が
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
に
も
、
園
藝
工
業
の
各
科
を
設
置
す

る
と
共
に
、
乃
ち
是
の
為
に
要
す
る
種
々
の
活
動
的
作
業
を

科
し
て
、
随
意
随
所
に
、
各
自
の
希
望
に
従
ひ
、
其
の
学

」（
六
・
ウ
）

」（
七
・
オ
）

」（
七
・
ウ
）

藝
の
進
歩
に
従
ひ
、
體
力
の
増
進
を
謀
り
、
合
せ
て
是
よ
り

生
る
所
の
一
種
の
清
き
正
し
き
快
楽
趣
味
を
も
深
か
ら

し
め
ん
と
す
。

則
ち
採
集
耕
耘
及
び
諸
物
運
搬
の
用
と
し
て
馬
術 

乗
る
術

御
す
る
術

自
動
車
、
自
転
車
、
の
運
用
術
を
も
授
け
、
養
魚
、
水
産
の
為

に
は
、
繰
舟
、
遊
泳
の
術
を
も
授
け
、
尚
且
普
通
の
體
操
術
に

代
ふ
る
に
、
女
子
に
適
当
な
る
柔
道
、
短
銃
の
射
的
等
を
も

授
け
、
而
し
て
園
芸
部
に
於
て
ハ
、
比
較
的
作
業
の
閑
散

な
る
早
春
及
び
冬
季
に
於
い
て
、
学
科
に
属
す
る
も
の
を
多
く

課
し
、
夏
秋
の
季
に
於
い
て
は
、
専
ら
作
業
の
実
習
を
授
く
る

等
、
極
め
て
実
際
的
修
業
を
な
さ
し
め
、
且
亦
是
等
の
和
楽

を
謀
り
、
温
雅
の
徳
性
を
助
長
せ
し
め
ん
が
為
に
ハ
、
正
雅
な

る
文
学
音
楽
絵
画
等
も
希
望
に
従
ひ
て
時
間
の
許
す
限
り

之
を
加
へ
ん
と
す
。

又
工
業
部
に
於
い
て
は
、
農
業
、
水
産
物
の
各
種
を
、
適
宜
な

乾
燥
或
ひ
ハ
缶
詰
と
な
し
、
是
を
商
業
部
に
移
し
て
、
販

売
せ
し
め
、
以
つ
て
○（
マ
マ
）○維

持
の
補
助
と
な
す
べ
し
。
其
の

詳
細
ハ
規
則
書
に
掲
載
せ
り
。

要
す
る
に
吾
が
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
の
学
生
ハ
、
精
神
堅
実
、
身

體
壮
強
に
し
て
、
能
く
国
家
及
び
家
庭
の
塩
た
り
膏
（
あ
ぶ
ら
）た

る

」（
八
・
オ
）

」（
八
・
ウ
）

」（
九
・
オ
）
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生
産
的
術
科
を
学
ん
で
、
以
つ
て
公
私
の
富
源
を
増
進
す

る
の
道
を
努
め
、
か
ね
て
、
正
雅
な
る
娯
楽
質
素
な
る
生
活
に

安
ん
じ
、
現
代
の
通
弊
を
謂
は
る
ゝ
所
の
、
年
少
の
女
子
が
、
唯

一
の
憧
憬
た
る
彼
の
力
を
用
ひ
ず
心
を
労
せ
ず
し
て
、
美
衣

美
食
を
為
し
、
卑
猥
な
る
耳
目
の
快
楽
を
欲
す
る
の
非
望

を
停
め
、
駆
つ
て
以
つ
て
心
霊
的
高
雅
の
楽
み
を
味
ひ
、
力
行

的
正
当
の
富
を
生
む
の
道
を
拓
か
ん
と
期
す
る
に
外
な
ら

ず
。
是
則
ち
独
逸
が
既
に
五
十
有
餘
年
前
よ
り
講
じ
て
且

行
ひ
来
た
れ
る
国
策
の
一
に
し
て
、
且
つ
英
国
女
性
も
亦
是

種
の
事
に
着
手
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
り
と
伝
聞
す
る
所
の

も
の
な
り
。

若
し
夫
妙
齢
の
女
性
が
志
す
所
高
雅
清
廉
に
在
つ

て
、
且
其
の
欲
す
る
所
実
践
力
行
に
在
り
と
せ
ば
、
彼

の
自
然
を
楽
し
み
知
足
に
安
ん
じ
、
不
自
然
を
厭
い

虚
飾
を
卑
む
に
至
る
べ
き
は
も
と
よ
り
言
を
俟
た

ざ
る
べ
し
。
誠
に
其
斯
く
の
如
く
な
ら
ば
、
何
ぞ
田
園
の
荒

廃
を
憂
へ
ん
。
奚
ぞ
地
方
の
衰
頽
を
歎
か
ん
。

而
し
て
是
の
○（

マ

マ

）

○
○
○
○
○
の
基
礎
確
立
す
る
を
俟
ち

て
、
漸
次
全
国
に
支
○
（
マ
マ
）を

設
け
、
其
の
特
徴
を
発
揮
し
研

」（
九
・
ウ
）

」（
十
・
オ
）

」（
十
・
ウ
）

」（
十
一
・
オ
）

究
し
、
都
市
町
村
相
呼
應
し
て
以
つ
て
、
大
成
を
期
せ
ん

と
す
る
に
在
り
。
時
は
得
難
く
し
て
失
い
易
し
。
あ
ハ

れ
同
感
同
情
の
諸
君
、
余
が
言
の
夢
な
る
を
以
つ
て
、
其
の

主
旨
の
あ
る
所
を
抹
殺
す
る
こ
と
無
く
、
進
ん
で
勘
業

の
啓
発
成
功
に
賛
助
あ
ら
ん
事
を
冀
う
と
云
爾
。

　
　
　
　
　
　
（
白　

紙
）

《
十
三
・
オ
の
欄
外
に
記
載
》

十
数
年
前
の
事
ニ
か
か
る　
　

昭
和
二
、
一
月
初
め

女
子
農
業
学
校
設
立
の
件
、
規
則
ハ
仝
か
と
し
め
し
も
の
、　　

　
　
　
　
　
　

女
子
農
芸
学
校
施
設
目
論
見
書

一
、
修
業
年
限
ハ
三
年
ト
ス

二
、
収
容
生
徒
数
百
五
十
名
ト
ス

三
、
費
用

　
　
　

設
備
費（
一
時
的
）貳
拾
万
円

　
　
　

経
常
費（
年
々
）　

壱
万
七
千
八
百
五
拾
九
円

四
、
経
常
費
支
辨
方
法
及
所
要
金
總
額

　
　
　

経
常
費
壱
万
七
千
八
百
五
拾
九
円
ノ
内
農
場
収
入
千
三
百
五
十
九
円

　
　
　

ヲ
差

」（
十
一
・
ウ
）

」（
十
二
・
オ
）

」（
十
二
・
ウ
）
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引
き
壱
万
六
千
五
百
円
ハ
預
金
利
率
ヲ
年
五
分
五
厘
ト
シ
之
ニ
要
ス
ル

　
　
　

募
金
参
拾
万
円
ト
ス
之
レ
ニ
設
備
費
貳
拾
万
円
ヲ
加
ヘ
所
要
金

　
　
　

總
額
五
拾
万
円
ト
ス

　
　
　
　
　
　
（
白　

紙
）

　

第
一
設
備
費（
一
時
的
費
用
）

イ
、建
物

　
　
　

種
別 

坪
数 
単
価 

金
額 

備
考

　
　

玄　
　

関 

四
坪 

六
○
円 

 

　
　

本　
　

校 

九
五

　
　

教
室（
四
棟
） 

三
○
○

　
　

講　
　

堂 

七
二

　
　

実
習
教
室 

三
○

　
　

実
習
監
理
室
、仝
準
備
室
、収
納
庫

　
　

農
具
室
、収
納
室 

一
一
○

　
　

寄
宿
舎（
洗
面
所
共
） 一
二
五

　
　

家
事
科
教
室 

一
一
五

　
　

寄
宿
舎
附
属
小
使
室 

七
五

　
　

蚕
室（
附
属
物
置
井
戸
舎
共
）

 

九
四

」（
十
三
・
オ
）

」（
十
三
・
ウ
）

」（
十
四
・
オ
）

　
　

小
使
室（
井
及
厠
共
） 

一
四

　
　

倉
庫
及
び
物
置 

二
四

　
　

堆
肥
舎 

一
八

　
　

実
習
室
附
属
足
洗
場（
井
） 六

　
　

農
夫
舎 

一
二

　
　

便
所（
五
ヶ
所
） 

二
五
、五

　
　

小
計 

一
、○
五
二
、 

六
○
円 

六
三
、一
二
○
、○
○
○
円

　
　

綿
羊
舎 

一
五 

三
○
円

　
　

肥　
　

溜 

六

　
　

雜　
　

舎 

六

　
　

渡
り
廊
下 

一
六
二

　
　

小
計 

一
八
九 

三
○
円 

五
、六
七
○
、○
○
○
円

　
　

校
長
住
宅 

四
五 

五
○
円

　
　

教
頭
住
宅 

三
五

　
　

教
員
住
宅（
三
棟
） 

九
○

　
　

小
計 

一
七
○ 

五
○
円 

八
、五
〇
〇
、○
○
○

　
　

建
物
合
計 

 
 

七
七
、二
九
〇
、○
○
○

ロ
、
敷
地

　
　
　

種
別 

坪
数 

単
価 

金
額 

備
考

」（
十
四
・
ウ
）

」（
十
五
・
オ
）
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校
舎
敷
地 

八
、四
○
○ 

四
円

　
　

教
員
住
宅
敷
地 

七
五
○

　
　

農
場 

九
、○
○
○

　
　

小
計 
一
八
、一
五
○ 

四
円 

七
二
、六
○
○
、○
○
○

 
 

 
 

 
 

 
 

此
の
反
別

 

六
町
五
畝
歩

ハ
、
其
ノ
他
ノ
設
備

　
　
　

種
別 
金
額 

備
考

　
　

表
門 

二
○
○
、○
○
○

　
　

井
戸
七（
校
舎
四

住
宅
三
） 

七
○
○
、○
○
○ 

一
ヶ
所
百
円 

？
（
マ
マ
）

　
　

園
囲
土
堤
及
び
生
籬（
延
長
三
七
○
間
）

 

三
、七
○
○
、○
○
○ 
間
口
十
円 

？
（
マ
マ
）

　
　

敷
地
仕
上
均
し
通
路
砂
利
敷
共

 

五
、○
○
○
、○
○
○

　
　

排
水
工
事
費 

二
、○
○
○
、○
○
○

　
　

教
員
住
宅
柵（
八
〇
間
） 

五
○
○
、○
○
○

　
　

農
場
設
備
校
内
生
籬
及
植
樹
費

 

一
○
、○
○
○
、○
○
○

　
　

竃
及
煙
突
装
置 

五
○
○
、○
○
○

　
　

浴
槽
洗
面
台
洗
濯
所
鉄
管
装
置

 

八
○
○
、○
○
○

　
　

雑
費 

一
、○
○
○
、○
○
○

」（
十
五
・
ウ
）

　
　

小
計 

二
四
、四
○
○
、○
○
○

二
、備
品
買
入
費 

二
○
、○
○
○
、○
○
○

ホ
、豫
備
費 

五
、七
一
○
、○
○
○

總
計 

二
○
○
、○
○
○
、○
○
○

　
　
　
　
　

第
二
経
常
費（
年
々
の
費
用
）

　
　
　

科
目 

金
額 

摘
要

　

俸
給
及
手
當 

八
、二
○
○
、○
○
○

　
　

校
長
年
俸 

一
、五
○
○
、○
○
○

　
　

教
頭
年
俸 

一
、○
○
○
、○
○
○

　
　

教
員
年
俸 

四
、八
○
○
、○
○
○

 

八
人
一
人
月
平
均
五
十
円
十
二
ヶ
月
分

　
　

書
記
給
料 

七
二
○
、○
○
○

 

二
人
一
人
月
平
均
三
十
円
十
二
ヶ
月
分

　
　

舎
監
加
俸 

一
八
○
、○
○
○

 

三
人
一
人
月
平
均
五
円
十
二
ヶ
月
分

　

雑
給 

二
、九
五
三
、○
○
○

　
　

小
使
給
料 

五
四
八
、○
○
○

 

三
人
一
人
一
日
平
均
五
十
銭
三
百
六
十
五
日
分

炊
婦
給
料 

二
九
二
、○
○
○ 

」（
十
六
・
オ
）

」（
十
六
・
ウ
）

」（
十
七
・
オ
）
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二
人
一
人
一
日
平
均
四
十
銭
三
百
六
十
五
日
分

　
　

常
農
夫
給
料 

五
四
八
、○
○
○

 

三
人
一
人
一
日
平
均
五
十
銭
三
百
六
十
五
日
分

　
　

雇
農
夫
日
當 

五
○
○
、○
○
○

一
人
一
日
平
均
五
十
銭
三
百
六
十
五
日
分

　
　

校
長
以
下
職
員
勉
勵
手
當 

三
三
五
、○
○
○ 

俸
給
月
額
二
分
ノ
一

　
　

常
農
夫
小
使
炊
婦
勉
勵
手
當 

一
一
○
、○
○
○ 

日
當
年
額
の
十
二
分
ノ
一

　
　

学
校
医
手
当 
一
二
○
、○
○
○

　
　

旅
費 
五
○
○
、○
○
○

　

校
費 

四
、二
○
六
、○
○
○

　
　

備
品
費 

八
○
○
、○
○
○

　
　

図
書
費 

一
五
○
、○
○
○

　
　

消
耗
品
費 

五
○
○
、○
○
○

　
　

通
信
運
搬
費 

一
○
○
、○
○
○

　
　

印
刷
費 

一
○
○
、○
○
○

　
　

生
徒
奨
勵
費 

一
○
○
、○
○
○

　
　

実
習
費 

一
、八
○
○
、○
○
○

　
　

養
鶏
及
綿
羊
飼
育
費 

三
○
○
、○
○
○

　
　

宿
直
賄
料 

一
八
三
、○
○
○

 

職
員
一
人
一
夜
二
十
銭
三
百
六
十
五
日

 
 

 

　
　
　
小
使
炊
婦
ニ
於
テ
二
人
農
夫
ニ
於
テ

 
 

 

　
　
　
一
人
一
夜
各
十
銭

」（
十
七
・
ウ
）

　
　

舎
監
辨
當
料 

七
三
、○
○
○

 

一
日
二
十
銭
三
百
六
十
五
日
分

　
　

雑
費 

一
○
○
、○
○
○

　

修
繕
費 

五
○
○
、○
○
○

　
　

小
破
修
繕
及
ペ
ン
キ
塗
装 

五
○
○
、○
○
○

　

保
険
料 

二
○
○
、○
○
○

　
　

校
舎
火
災
保
険
料 

二
○
○
、○
○
○

　

校
舎
改
築
基
金 

一
、○
○
○
、○
○
○

　
　

校
舎
改
築
積
立
金 

一
、○
○
○
、○
○
○

　

豫
備
費 

八
○
○
、○
○
○

　
　

豫
備
費 

八
○
○
、○
○
○

　

計 

一
七
、八
五
九
、○
○
○

　
　
　
　
　

収
入（
農
場
）

　
　

金
五
百
円　
　
　
　

田
収
穫
物
売
却
代

　
　

金
五
百
円　
　
　
　

畑
収
穫
物
売
却
代

　
　

金
二
百
五
十
円　
　

成
繭
代

　
　

金
五
拾
五
円　
　
　

果
実

　
　

金
五
拾
四
円　
　
　

綿
羊
、雜
収
益

　

合
計
千
三
百
五
十
九
円

　
　

授
業
料
ハ
特
ニ
見
込
マ
ズ

」（
十
八
・
オ
）

」（
十
八
・
ウ
）

」（
十
九
・
オ
）
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（
白　

紙
）

○（

マ

マ

）

○
○
○
○
設
立
の
主
意
書
及
び
規
則
書
ハ
、
余
が
欧
米
よ

り
帰
朝
せ
し
當
時
、
則
ち
殆
ど
廿
年
前
よ
り
の
希
望
に
し

て
且
つ
今
の
実
践
女
学
校
の
創
立
も
亦
此
の
一
部
分
た
る
に
過
ぎ

ざ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
、
微
力
匪
德
の
余
ハ
單
に
一
部
女
校

を
小
成
し
た
る
の
み
な
る
に
世
界
ハ
、
意
想
外
の
大
戰
軍
國

と
な
れ
り
。
若
し
余
が
希
望
の
、
廿
年
前
に
成
就
せ
る
所
あ

り
た
ら
ん
に
ハ
、
各
種
の
物
産
及
び
其
の
製
造
販
売
等
に
も
、
既
に
多
少

の
発
展
を
見
て
、
或
い
ハ
現
今
の
国
家
社
会
に
も
少
し
く
貢
献
す

る
事
あ
り
し
や
も
知
る
可
ら
ず
。
然
る
に
、
斯
か
る
空
前
の
名
声

と
利
益
と
を
、
海
外
に
攫
取
し
得
べ
き
好
時
期
に
際
し
な
が
ら

徒
ら
に
袖
手
し
て　
　

天
与
の
幸
福
を
逸
し
去
り
つ
ゝ
あ
る
遺
憾
を

惟
へ
バ
、
一
日
も
速
う
に
創
設
成
功
せ
ま
ほ
し
け
れ
共
、
顧
み
て

自
己
の
微
力
を
鑑
み
、
将
た
又
其
の
責
任
の
強
か
ら
ざ
る
を
思
い

み
れ
ば
、
寧
ろ
吾
が
実
践
女
学
校
開
設
の
当
時
に
倣
い
、
猶

其
の
規
模
を
小
に
し
て
、
己
が
校
一
部
の
事
業
と
な
し
、
女
子

高
等
実
業
学
部
の
名
の
も
と
に
、
先
理
想
の
一
小
部
分
を
試
ミ
、

其
の
基
礎
の
強
固
と
な
り
、
其
の
信
用
の
確
実
と
な
る
を
俟
ち

て
、
漸
次
是
が
拡
張
を
謀
る
こ
そ
、
誠
に
安
全
に
し
て
危
険
無

」（
十
九
・
ウ
）

」（
二
十
・
オ
）

」（
二
十
・
ウ
）

」（
二
十
一
・
オ
）

き
事
た
る
べ
き
乎
。

乃
ち
公
的
事
業
ハ
決
し
て
一
人
一
代
の
事
業
に
は
あ
ら
ず
、

数
人
数
十
人
の
力
を
俟
ち
、
数
代
数
十
代
の
世
を
重
ね

て
、
然
る
後
に
、
完
成
せ
し
む
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
余
老

齢
に
達
す
る
が
為
に
、
漫
り
に
功
を
急
ぎ
て
、
若
し
失
敗
の

跡
を
万
一
に
も
遺
す
事
あ
ら
バ
、
後
進
者
同
胞
の
為
に

少
な
か
ら
ざ
る　

困
難
を
感
ぜ
し
め
ん
事
を
杞
憂
す
る
の
婆

心
情
を
禁
ぜ
ざ
る
も
の
あ
り
。
是
則
ち
遺
憾
な
が
ら

も
、
其
の
規
模
を
小
に
し
て
、
以
て
安
全
成
る
小
来
を
謀
ら

ん
と
す
。
こ
れ
亦
有
志
諸
君
の
一
考
を
煩
ハ
さ
ん
と
す
る
所

な
り
。　

請
ふ
幸
ひ
に
之
を
諒
せ
ら
れ
よ
。

お
く
し
ま
・
な
お
き
／
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部

図
書
館 

参
事

」（
二
十
一
・
ウ
）

」（
二
十
二
・
オ
）

」（
裏
表
紙
）




